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れている。2004 年には 11 の新たな地域組織が開設
される予定である。また 56 箇所のおもちゃ図書館と
70 のペアレンツ・グループがある。
一般的に１つの地域組織（scheme）で 25 － 30 人
程度のボランティアが所属し、１つの家庭当に一般
的には半年間の支援をするので年間 50 － 60 家庭、






































































のがオランダで実施されたもので Assessing Change 
in Families Following the Home-Start Parenting 



































































































































親やこどもへの行動上の成果―（Effectiveness of the 
Home-Start Parenting Support Program: Behavioral 
Outcomes for Parents and Children）が挙げられる。
①　研究結果の概要
この研究は、オランダにおけるホームスタートの
効果に関するものである。J.Asscher、J.Hermanns、
M.Dekovic らによってまとめられたものである。
研究目的は、①ホームスタートは母親の状態改善が
できるか否か、そして②ホームスタートは母親と子ど
もの行動変容をさせられるかの２点である。この支援
プログラムに６カ月間参加した 54 人の母親とその子
どもたち（１歳半から３歳半）のデータを使い、自己
評価と観察によるデータが２回集められている。こう
したデータは同様の育児ニーズを持つ比較のための
51 家庭と比べられている。確認された養育能力は明
確な改善が見られた。しかし、母親の抑うつ状態の改
善にはまったく効果は無かった。混在した結果も明ら
かになっている。一貫した親の役割発揮や観察された
感受性はホームスタート群では大きく改善されている
が他の養育変数に関しては効果は認められなかった。
子どもの行動上の問題は、両群とも２回目の測定では
消失するように見えることから、こうした改善はホーム
スタートの効果とは言い難いことが明らかになっている。
②　研究方法
この研究は二つの家族グループを対象としたもので
ある。一つはホームスタートの支援を受けたグループ、
もう一つは同様の危険性を持った比較のためのコント
ロールグループである。ホームスタートによる介入を
受けたグループ（54 家庭から構成される）は、26 の
異なったホームスタート団体からコーディネーターに
選ばれた２－５家庭ずつ選ばれている。コントロール
グループはホームスタートがない地域のウェルベビ
ー・センターから選ばれている。適切な年齢の子ども
たちがいる 1000 人の親に親のストレスを測る簡単な
質問紙（オランダ版親のストレス測定指標）を配布した。
この指標に追加したのは、「あなたは常時子育て支
援が必要ですか」（はい・いいえで回答）、「毎週３時
間支援をしてくれるボランティアによる支援をうけた
いと思いますか」（はい・いいえで回答）、「あなたの
子どもさんが他の子どもより難しいと思うことはどの
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ぐらいありますか？」（４件法で回答）である。こう
して支援が必要と答えた 51 家庭が選ばれている。こ
の家庭に選ばれた家庭は、治療が必要ではないが一般
的な基準を上回るストレスレベルにあるもの、または
３つの追加質問のうち少なくとも２つにはいとチェッ
クをしているものとなる。
参加者の募集は、スタッフが協力してくれる親への
連絡に必要な情報を受け取ったら１週間以内にこの研
究の目的や過程について説明する。参加の表明をして
くれた親は最初の訪問をうけ、最初の質問紙が渡され
る。そして平均 6.8 カ月後に実施された２回目の訪問
（調査）の約束をとる。最初の訪問から二回目の訪問
の間に、ホームスタート家庭のうち３家庭、コントロ
ールグループのうち１家庭が外れている。
ホームスタートグループとコントロールグループの
間には人種、子どもの年齢や性別、子どもの数、過去
12 カ月のライフイベントの数、健康問題などには違
いは認められない。しかし、ホームスタートグループ
の親は若く、学歴が低く、一人親が多かった。
（３）研究の考察と結果
本研究は、対人サービス、とりわけボランティアに
よる傾聴と家事・育児の協働により、ストレスが高い
孤立化した家庭への訪問型支援を行っているホームス
タートの効果のエビデンスを明らかにするための現存
するツールに関しての調査研究であった。
効果測定に関する調査研究から、ホームスタート
UK が開発・活用している簡易型の効果測定方法と、
オランダの研究者が実施した調査研究による科学的な
測定方法との２つのモデルが存在していることが明ら
かになった。前者は活動を担う人々や支援を受ける家
庭が自らの活動の振り返りのために使用し、後者は客
観的事実を明らかにするために使用されている。
今後もこうした日々の実践に寄与する「簡易型の評
価ツール」と、科学的な証拠を明示し普遍化するため
の「客観性のある評価ツール」のそれぞれがその精度
を高めてゆかなくてはならい。それに加えて精度を高
めるためばかりでなくホームスタートのどの支援がど
んな成果につながるかまでわかるようなツールの開発
が期待される。
Ⅳ．研究の課題と発展
こうした研究により効果の確認がなされることは、
活動の担い手や受け手がホームスタートの活動の効果
や重要性について確信できるとともに、普及・広報が
強化され、最終的にはホームスタートの活動や支援の
質の改善をしてゆくことにつながる。
わが国でも、ホームスタートの取り組みが徐々に開
始されている。本研究で収集した「簡易型」「」ホー
ムスタートのエビデンスを明確にする研究を実施し
「簡易型の評価ツール」と、科学的な証拠を明示し普
遍化するための「客観性のある評価ツール」の開発と、
評価結果の蓄積が今後の課題となろう。
また、国際的な研究開発上の課題として挙げられた
支援と成果の関係に関する調査方法の開発も今後の課
題となろう。
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